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授業 ・ゼミ中の私語 :02年度 :22.3% → 08年度 i32.2%

社会に関する情報収集………………………………"……"…"…00
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「喫煙マナー」は改善、
「授業・ゼミ中の私語」は日立っ

学生マナ…

学生マナーが最も悪いと思われる項目のワース

ト3は、「授業・ゼミ中の私語」「喫煙マナー」「立

看板・ビラ 。ポスターの大量消費」であり、02年

度以降この順位は変わ りません。 しかし、「喫煙

マナー」は改善傾向にあり、08年度は過去 7年間

で最悪であった03年度の半分以下 となっていま

す。喫煙程度は97年度には「吸わない」と回答し

2003

喫煙マナー   :02年度:20.5%→ 08年度:11.8%
授業・ゼミ中の私語 :02年度 :22.3%→ 08年度 :32.2%

た学生が75.9%であったのに対 して、08年度には

約 9割の学生が「吸わない」と回答 しています。

この結果は、前回調査時の06年度とほぼ同数でし

た。「喫煙マナー」改善の要因として、喫煙に対

する社会的関心から喫煙者数が減少したこと、喫

煙者の意識や行動が改善されたこと、学内分煙化

が進められたことなどが考えられます。
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「喫煙マナー」改善の一方で、「授業・ゼミ中

の私語」が目立ってきています。当然のことで

すが、「大学の授業に興味がある」学生ほど「授

業・ゼ ミ中の私語」をマナーが悪いと考えてお

り (34.8%)、 「大学の授業に興味がない」 と回

答 した学生では22.2%で した。一方、授業の出

席率が「50%未 満」の学生 (20.7%)を 除けば

出席率 とは明確な相関はな く、「50～70%未満」

全 体
(3,188人 )

(31.4%)、 「70～80%未 満 」 (36■ %)、 「80～90%

未満」 (32.4%)、 「90～100%」 (32.8%)で した。

自由回答欄には「私語をする暇を与えないでほし

い」、「授業を通して教員が何を伝えたいのか分か

らない」など授業に対する不満が見受けられるこ

とから、「授業・ゼ ミ中の私語」が日立つ要因と

して「授業の満足度」とも密接に関係 しているよ

うです。
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のマナーの悪さ、全体の 32.2%が「授業・ゼミ中の私語」、
5.4%が「授業・ゼミ中の携帯電話」と回答 !

授業中のマナーの悪さの中でも「授業・ゼミ中の私語」については、02年 (22.3%)か ら年々

増え続け、今年度は32.2%に も達してしまいました。同じ教室では、身体に障害を持つ学生も

共に学んでいます。例えば、聴覚障がい学生は、支援者 (ノ ー トテイカー)か ら先生が話す内

容や周りの状況をノー トテイクやパソコンテイクにより伝えられています。つまり、支援者が

障害を持つ学生の「耳」となっているのです。私語や携帯電話の音により、この学習環境が崩

されてしましまう恐れがあります。

一人ひとりがほんの少しの気遣いを持つことによって、多くの学生の学習環境の改善が望め

ます。さらには、自分自身の学習環境の改善にもつながることでしょう。
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「TV」と「Webサイト」が二大情報源
だが、就活には「新聞」も活用

社会に関する

情報収集

社会に関する情報源のベ

ス ト3は、「TV」 、「Webサ
イト」、「新聞」です。この

傾向は01年度以降変わりま

せんが、情報源 としての

「新聞」は減少傾向にあり、

「Webサイト」は増カロ′傾向

にあります。「TV」 は01年

度から08年度まで大きな変

化はなく約 7割の学生が情

報源としています。
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情報源は「丁V」 :67.2%、 「Webサイト」:56.4%
4年生の「新聞」利用率は50口6%
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学年別でみると、上級学年ほど「TV」 が減少

し、就職活動を行う4年生では「新聞」の利用率

が最 も高 くなっています。また、授業に興味の

「ある」学生は、「新聞」の利用率が高いようです

(47.6%)。 授業の満足度が「高い」学生ほど「新聞」

の利用率が高いですが、授業の出席率とは明瞭な

相関性はみとめられません。学部別では、政治経

済学部 (55.7%)、 法学部 (53.2%)、 第二文学部

(53.9%)な ど文系の学部学生で「新聞」の利用

率が高 く、理系の学部学生 (25.3～ 39.2%)で 低

い傾向にあります。

大学院学生は学部学生に比べて「Webサイ ト」

と「新聞」の利用率が高い傾向にあ ります。「新

聞」利用率の増加傾向は、理系の大学院学生で顕

著です (36.4～ 57.4%)。 文系に比べて理系の学部

学生は大学院への進学率が高 く、大学院で本格的

に就職活動を行う学生が多いことと関係がありそ

うです。

の 2つか 学年別
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「地球環境問題」
ボランティア

「地球環境問題」への関心 :4雷駄
ボランティア活動の「経験無し」 :ノ ヨ訓

社会的関心

関心の高い社会問題は、全体で

みると「地球環境問題」が 4割を

超え、「経済問題」「国際政治」「国

内政治」がそれぞれ 3割程度、「教

育問題」が 2割強です。前回調査

時 (2∞6年度)に比べると「地球

環境問題」への関心が14ポイント

増加 し、「教育問題」への関心が

8ポイント減少しています。

学部学生と大学院学生で分ける

と、「地球環境問題」への関心が

4割を超えることに変わりはあり

ませんが、大学院学生では「経済

問題」への関心が 9ポ イント増加

します。学部別では、理系学部で

「地球環境問題」への関心が高い

ですが (51.2%)、 各学部に密接

に関係 した社会問題への関心が高

い傾向にあります。
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所属箇所別

地球環境問題 経済問題 国内政治 国際政治 教育問題

司法・法律問題 医学・倫理問題

その他

全      体
(6,062人 )

政 治 経 済 学 部
(502人 )

法   学   部
(508人 )

第 一 文 学 部
(342人 )

第 二 文 学 部
(143人 )

文 化 構 想 学 部
(328人 )

文   学   部
(243人 )

教 育 学 部
(587人 )

商   学   部
(483人 )

理 工 学 部
(437人 )

基 幹 理 工 学 部
(182人 )

創 造 理 工 学 部
(154人 )

先 進 理 工 学 部
(169人 )

社 会 科 学 部
(293人 )

人 間 科 学 部
(450人 )

スポ ー ツ科 学 部
(216人 )

国 際 教 養 学 部
(308人 )

政 治 学 研 究 科
(27人 )

経 済 学 研 究 科
(21人 )

法 学 研 究 科
(30人 )

教 育 学 研 究 科
(42人 )

文 学 研 究 科
(82人 )

商 学 研 究 科
(13人 )

理 工 学 研 究 科
(16人 )

基幹理工学研究科
(32人 )

創造理工学研究科
(84ン )`

先進理工学研究科
(117人 )

人 間科 学研 究科
(47人 )

社 会 科 学 研 究科
(16人 )

アジア太平洋研究科
(24人 )

国際情報通信研究科
(15人 )

日本語教育研究科
(4人 )

情報生産システム研究科
(62人 )

スポーツ科学研究科
(20人 )

環境。エネルギー研究科
(15人 )
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ボランティア活動ヘ

の参加経験は低 く、全

体で約7割の学生が
13,199人絆

「経験なし」 と答えて

います。ボランティア

活動への参加経験は上

級学年ほど増える傾向

にあり、大学院学生で

は約 5割の学生が何 ら

かのボランティア活動

に参加 しています。学

部別では、第一および

第二文学部、人間科学

1   年
(679人 )

2   年
(691人 )

3   年
(772人 )

4   年
(575人 )

5年 以 上
(113人 )

修 士 課 程
(270′ )ヽ

博 士 課 程
(99人 )

部でボランティア活動     ~     ~~
の参加経験が高 く、理系学部では約 8割の学生が

「経験なし」と回答 しています。主なボランティ

ア活動は「地域活動」 (6.8%)で あり、ついで「環

境保護 。リサイクル活動」 (6.2%)、 「幼児・児童

40 60 80 100(%)

支援」 (5.0%)、 「障害者支援」 (4.2%)、 「スポーツ

支援」 (4.2%)で すが、社会的関心 とボランティ

ア活動とは相関はみられないようです。
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